
 

令和７年６月 20 日 
海事局船舶産業課 

我が国のカーボンニュートラルの実現に必要な貨物 

を輸送する船舶の需要を予測しました 

～「将来の船舶需要予測検討タスクフォース」の中間とりまとめ～ 

 

国土交通省海事局は、新たな需要を見据えた我が国の造船業の成長ビジョンについて

検討を進めるため、水素やアンモニア、CO2といった新たな輸送需要が見込まれる貨物

の運搬船を対象とした船舶需要量を算出した「我が国の将来のカーボンニュートラル貨

物運搬船の需要予測(中間とりまとめ)」を公表しましたので、お知らせします。 

令和６年６月、「船舶産業の変革実現のための検討会」において、2030 年に目指すべき

船舶産業の目標として「我が国海事産業が次世代船舶の受注量におけるトップシェアを

確保」を設定しました。 

他方で、令和７年２月、第７次エネルギー基本計画が閣議決定され、2050 年カーボン

ニュートラル実現に向けた、水素やアンモニアなどの新たな貨物の船舶による輸送需要

が創出されることが見込まれます。 

今回、我が国のカーボンニュートラルの実現を見据え、我が国に輸入する水素やアン

モニア、我が国から輸送する CO2 といった新たな輸送需要が見込まれる貨物の運搬船を

対象とし、2050 年までにおける船舶需要量を算出いたしました。(※世界の海上荷動量を

支えるための船舶需要については今後検討) 

国土交通省では、中間とりまとめ結果も踏まえつつ、新たな需要を見据えた我が国の

造船業の成長ビジョンについて検討していくとともに、世界の海上荷動量を支えるため

の船舶需要についても検討を実施する予定です。 
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